
平成 29 年度 公募型補助金報告会 
平成 30 年度 公募型補助金説明会 

 

日時：平成 30年 5月 23 日（水） 9:30～ 

場所：リーパスプラザこが交流館 103 洋室 

 

9:30～ オリエンテーション 
 

9:40～ 事例発表① 古賀アートフレンズ２５       1 
主 な 活 動 

古賀市在住の児童の絵画等の展示、優秀作品の表彰 

主な活動実績 

ＭＯＡ古賀市児童作品展の開催（審査、表彰、展示）、入賞作品の移動展示 

 

絵画で古賀市を元気にするプロジェクト事業（H27～H29） 

平成 29 年度実績 事業費：460,072 円 補助額：297,000 円 
事業内容…古賀市在住の児童の絵画の展示、作品の審査、表彰式の開催運営を行う。 

 

 

10:00～ 事例発表② 古賀すたいる             10 
主 な 活 動 

地域 Web サイト http://www.koga-style.com/の運営、サイトと連動したイベントの実施 

主な活動実績 

読者交流イベント「まわしよみ新聞づくり」「コーヒー講座」、特撮美術監督井上泰幸展と関連イベントに

かかる広報活動の担当、市広報広聴懇話会委員、選挙における投票率向上運動「せんきょ割」、市中央公民

館研修棟さよならイベントの企画参画 

 

生活者による地域密着・Web 連動型フリーペーパー発行事業（H27～H29） 

平成 29 年度実績 事業費：158,772 円 補助額 132,000 円 

事業内容…行政による広報紙だけでは行き渡らない人々のために、ネットと連動させた公共性のある民間発行の

フリーペーパーを発行する事業。民間事業者･地域コミュニティ活動を紹介し、経済活動の活性化や

古賀に暮らす人々の誇り・郷土愛の醸成を目指す。 

 

 

10:20～ 事例発表③ 古賀市さとうきび研究会              15 
主 な 活 動 

さとうきび栽培、黒砂糖製造、農業の 6次産業化 

主な活動実績 

さとうきび栽培（平成 25年度より） 

 

古賀あったかハウスきびの里プロジェクト（H28～H29） 

平成 29 年度実績 事業費：425,938 円 補助額 408,000 円 

事業内容…さとうきびの栽培、黒砂糖の生産を通じて、耕作放棄地の解消と障がい者の福祉的就労機会の提供を

図る。 

 

10:40～ 休憩 
15 
10:50～ 平成 30年度公募型補助金説明 古賀市財政課       21 
 
11:20～ 質疑応答・ご意見・ご要望 



【平成２７年度～平成２９年度】

平成30年5月23日

古賀アートフレンズ２５

絵画で古賀市を元気にするプロジェクト



1．古賀市に住む児童の『生きる力』を育む

⇒一般市民、企業・団体、学校、行政との協働

2.  絵画で古賀市を元気にする

⇒メイン展示、移動展示（協賛企業による）

⇒ボランティア

事業の目的



平成２７度より、３年間で

1. 古賀市内全校（８校）より出展していただく

2. 趣旨に賛同いただける企業団体の増加を図る

3. 協賛企業・団体による、移動展示カ所の増加を
図る

事業の目標



1．ＭＯＡ美術館古賀市児童作品展の開催

①古賀市全小学校に協力を得て、児童の夏休みの作品を募集

②審査、及び表彰式の開催

③メイン会場での展示

④大賞作品を『ＭＯＡ美術館全国展』へ出展

⑤九州国立博物館賞を

『ＭＯＡ美術館児童作品展in九州国立博物館』へ出展

⑥作品の返却

2．協賛企業・団体による移動展示

事業の内容



◉児童の絵画表現力の支援となり、また自己肯定感
を高め、生きる力を育む一助となった。

①古賀市全校からの応募があった。（応募総数762点）

②メイン会場（イオンモール福津2Fイオンギャラリー）

③移動展示会場の増加（６カ所⇒11カ所 5カ所増加）

事業成果



表彰式 大賞受賞者



メイン展示会場（イオンモール福津2Fイオンホール）



教育委員会 ロビー展示



愛和病院



ピアノ・リトミック Poco a Poco



リーパスプラザ2Fギャラリー かがやき



MOA美術館児童作品展 全国展 文部科学大臣賞受賞







◉趣旨に賛同する一般市民、企業・団体が増えた。

①ボランティアの増加

②協賛企業・団体の増加（賞、展示会場、物品提供）

③協賛金の増加

事業成果



① この事業の継続していく。

② 一緒に古賀市の児童を応援し、古賀市を元気にす
るプロジェクトに賛同して下さる企業を開拓してい
く。

⇒自主財源での継続

今後の展望



児童と市民のための一つの重要行事と
して、定着していけるように励みます!!

おしまい

今後の展望



生活者による地域密着・Web連動型
フリーペーパー発行事業

平成２９年度分の実績報告



（当団体における本事業の位置づけ）

Ｗｅｂによる情報発信事業

フリーペーパー発行事業
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①事業の概要 本事業採択時（26年秋)に
審査員さんから出された課題

①行政や営利企業が広報誌や
フリーペーパーを出す中で
ＮＰＯに補助を出して発行する意義

②単なる総集編にならない工夫

③「期待される効果」を計測するための
成果指標の設定方法

課題に対応するべく
イベントや企画との連動性を特に留意

「せんきょ割」「国勢調査」
「けんしん割」等の企画が誕生

【1】生活者の視点で情報を収集する

【２】付加価値をつけて記事を作成する

【３】Ｗｅｂコンテンツに誘導できるよう
限られた紙面を有効に使う

【４】印刷・製本を行う

【５】古賀市内外で、
『古賀について興味があり

（潜在的な・将来的な方も含む）』
『Ｗｅｂサイトに気づいていない人々』
に向けて配布を行う

年間に３～４号を作成し配布することをめざす
各号につき４０００部の作成を予定



②事業の目的

長期的な目的短期的な目的
【１】古賀市内外で、

『古賀について興味があり
（潜在的な・将来的な方も含む）』

『Ｗｅｂサイトに気づいていない人々』
に情報を伝えること

【２】Ｗｅｂと連動した紙媒体の活用により
古賀の地域情報をもっと発掘すること

【３】古賀の地域情報を付加価値をつけて
発信できるようにスキルをみにつける
こと

【４】広告収入の確保により
団体設立直後の脆弱な財政基盤を
改善すること

【１】情報発信を基軸においた
中間支援組織として成長すること

【２】委託等の行政と協働事業が実施
できる団体に成長し、行政だけでは
できない公共サービスの担い手に
なること

【３】当団体ならびに市内各所に
雇用と所得の増加につながる
付加価値を拡げていくこと

【４】本事業および本事業からの経験を
もとにした他の事業で、非営利なり
に事業収入を確保すること



③事業の目標

短期的な目的
【１】古賀市内外で、

『古賀について興味があり
（潜在的な・将来的な方も含む）』

『Ｗｅｂサイトに気づいていない人々』
に情報を伝えること

【２】Ｗｅｂと連動した紙媒体の活用により
古賀の地域情報をもっと発掘すること

【３】古賀の地域情報を付加価値をつけて
発信できるようにスキルをみにつける
こと

【４】広告収入の確保により
団体設立直後の脆弱な財政基盤を
改善すること

定期的な執筆作業と
編集会議の開催

フォトグラファーや
デザイナー・エディターからの
学びの機会を作る

企業さんへの出稿依頼
（記事型広告と枠広告）

市内外をめぐり
情報のニーズ側とシーズ側の
願いを探る



④事業の結果（２９年度）



⑤事業の成果

ふくおか地域づくり活動賞
（行政との協働部門）



⑥事業の課題と自己評価（２９年度）

狭義の
フリーペーパー発行事業

として…

７０点

フリーペーパーの発行を通じて
「まちづくりの担い手」として成長

していく事業として…

８５点

• ３～４号発行予定のところ２号にと
どまった

• デザイン性についてはまだ改善の
余地あり

• 配布計画が不十分（在庫と鮮度…）
• 審査員さんからの宿題「読者の反

応を把握する仕組み」未対応

• 団体全体の事業規模は３倍に

• 当団体を母体とした一般社団
法人の設立と運営

• 補助事業であるがゆえの信頼
性の獲得と活用（取材先の拡
大）

• この事業で成長させてもらった



⑦補助終了後の展望

 発行にかかるタイムスケジュール管理
平成30年度の自主事業下においても年間3号程度発行予定。
フリーペーパーと名乗れるよう、等間隔による発行を図る。

 配布計画を含めた進捗管理…
配布作業の金銭的・時間的コストを適切に見込むとともに、
紙媒体ゆえの情報の鮮度保持に努め、有効に配布を行う。

 「読者からの感想を吸い上げる仕組み（インセンティブ付与型）」の導入…
クーポン券の導入や、その導入時に店舗等でのアンケートの
実施（または編集部への連絡によるもの）を行う。

 印刷や配布にかかるコストを負担できる財源の確保…
広告費を出すに値すると評価される紙面・サイトの運営。
企業等に提案・交渉できる力を強化する。



古賀市さとうきび研究会

古賀あったかハウス
きびの里プロジェクト事業



耕 作 地



除 草 作 業



さとうきび育成風景



収 穫 作 業 ①



収 穫 作 業 ②



圧 搾 作 業 ①



圧 搾 作 業 ②



煮 詰 め 作 業 ①



煮 詰 め 作 業 ②



黒 砂 糖 完 成 品



販売用黒砂糖（ラッピング）



平成30年度公募型補助金

古賀市財政課



・財政支援

市民活動活性化・地域課題解決に向けた支援

市民の自発的な活動の推進・活性化

市民活動団体の自立

公募型補助金

・相談、助言
・情報収集、提供
・研修、講座の開催
・市民活動団体の交流、連携支援

・施設等の提供 等

つながりひろば

・財政支援

市民の自発的な活動の推進・活性化

市民活動団体の自立

公募型補助金

・相談、助言
・情報収集、提供
・研修、講座の開催
・市民活動団体の交流、連携支援

・施設等の提供 等

つながりひろば

地域課題の解決

市民生活の向上

平成29年度まで

よりよいまちづくり よりよいまちづくり

地域課題の解決

市民生活の向上

平成30年度から



平成29年度 平成30年度

目 的 市民の自発的な活動を推進・活性化し、
その自立を促すこと

課題の解決を支援し、市民生活の向上を図
ること

対象団体 次に掲げる要件のすべてを満たす団体
(1)～(5)

市民活動登録団体（原則）
（市民活動支援センターに登録している団体）

対象事業 (1)園芸福祉活動 (2)交際交流の推進
(3)商店街の活性化 (4)文化芸術の振興
(5)生涯スポーツの推進 (6)その他市長
が認めるもの

指定なし

対象経費 (1)報償費 (2)旅費 (3)消耗品
(4)印刷製本費 (5)光熱水費
(6)通信運搬費 (7)保険料
(8)委託費 (9)使用料 (10)賃貸料
(11)原材料費 (12)その他これらに類す
る費用（市長が必要と認めるもの）

左記より
(12)その他これらに類する費用（市

長が必要と認めるもの）を削除
・賃金（臨時的なもののみ）を追加
・備品購入費を追加

対象額等 （補助率）１０分の１０
（上限額）５０万円
（同一団体年間申請限度）３事業

（補助率）２分の１
（上限額）３０万円
（同一団体年間申請限度）１事業

交付期間 ３年間を限度
（初回審査で交付期間認定）

３回を限度
（毎回審査）

主な変更点


